


ABOUT US

Annual Schedule

（一社）横浜青年会議所は、1951 年 3 月 29 日に、横浜のまちの復興を青年の力
で推し進めていくため、志を同じくした 15 名の青年実業家と 15 名の外国人メン
バーによって設立されました。元々、横浜は横浜村という約 80 軒の漁師小屋が建
ち並ぶ半農半村の小さな村であり、開港を機に今では 370 万人を超える大都市へ
と発展しました。（一社）横浜青年会議所も横浜のまちの発展に大きく関与し、積
極的にまちの課題解決や、青少年育成、まちのにぎわいの発展に力を注ぎ、横浜ス
タジアム建設、赤レンガ倉庫の商業利用化、みなとみらい２１計画への参画などを
担ってまいりました。

創立 74 年目を迎える本年の運営テーマを「和而不同」と致しました。論語に出て
くるこの言葉は、意訳すると「人と協力することはあっても、人の意見や態度にむ
やみやたらに同調することはない」という意味です。良質な関係は人生における宝
となります。しかしながら、相手の言うことなすことすべてに同調する馴れ合いの
関係では、いずれ行き詰まり、関係そのものも破綻しかねません。だからこそ、協
調すべき部分は協調し、時には主体性をもって意見し合える生涯のパートナーとし
て良質な関係を築き、ともに成長していくことが私たちのあるべき姿です。

（一社）横浜青年会議所は目的を達成するために、あるべき未来を見据え、強い志
でその時代を切り拓いてまいりました。そして、私たちにはその志を次代へと引き
継いでいく使命があります。そのために、私は人として成長を続けたい。成長を続
けるということ、それは自らのためでもあり、家族、会社、そして社会のためでも
あります。

現在、（一社）横浜青年会議所には約 300 名の多
種多様な業種、役職の会員が所属しております。
業種、役職関係なく同じ目的に向かって共に活動
した仲間との絆は一生の財産となります。多くの
方と仲間として活動をできることを楽しみにして
います。

2025年度 運営テーマ

（一社）横浜青年会議所は、20 歳から 40 歳までの会員で組織されています。現在約 300 名が在籍しており、若手経営者・大手
企業社員・建築士・会計士・税理士・社労士・司法書士・薬剤師・弁護士など、幅広い職種の会員が集まり活動しています。会員
は年度ごとに異なる委員会に配属され、行政や企業、学校、他団体との意見交換を重ねながら、横浜のまちづくりに関する事業、
青少年育成事業、会員研修・会員交流に関する事業など、数々の事業を企画・運営していきます。その中でも、横浜開港祭や大型
コンベンションは知名度が高く、横浜の経済発展に寄与してまいりました。事業の企画・運営を通して、会社で仕事をしているだ
けでは得られない経験や、普段は出会えないような方々との出会いなど、多くの機会に触れられることが、（一社）横浜青年会議
所の魅力の1つです。
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主な年間活動例
〈1月〉
新年式典・賀詞交換会

〈1月〉
京都会議

〈5月〉
ザよこはまパレード

〈6月〉
ASPAC 全国大会

〈10月〉 〈12月〉

〈11月〉

The Ceremony

各月例会 〈7月〉
サマーコンファレンス

〈4月〉
会員交流事業

〈6月〉
横浜開港祭

〈8月〉
横浜経済人会議 世界会議

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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（一社）横浜青年会議所年間
事業の最初の集まり。理事
長による所信表明を行い、
方向性を発信します。

月に一度会員が集まり、理
事長のお話、講師をお呼び
し、講演していただきます。

（公社）日本青年会議所メン
バーが一同に京都に集まり
ます。日本全体の活動がス
タートします。

（一社）横浜青年会議所では
約 300 名の会員同士が交
流を深め、学び合う事業を
開催致します。

山下公園から伊勢佐木町
までの計 3.4 ㎞を練り歩
きます。新入会員研修の
一環で参加します。

6 月 2 日横浜開港をお祝
いするお祭り。横浜市民
にとっては馴染みのある
市民祭。

アジア・太平洋地域のメン
バーが集まり、会議をしま
す。今年はモンゴルの地で
開催します。

行政と民間が連携し、社会
問題で解決すべきことを話
し合い、横浜市へ政策提言
をする場です。

（公社）日本青年会議所活動の
集大成の場であり、卒業生を
送り出す場でもあります。今
年は佐賀の地で開催されます。

全国の会員が集結する（公社）
日本青年会議所主催のフォー
ラムでは、開催地青年会議所
として大会の運営を行います。

（一社）横浜青年会議所、年
間最後の集まる場所です。
年間表彰や、卒業生をお祝
いする場を開催しています。

世界中の青年会議所メン
バーが一同に集まる場です。
今年はチュニジアのチュニ
スで開催されます。

これまで横浜スタジアム建設、赤レンガ倉庫
の商業利用化など、様々なまちづくりに力を
注いできました。まちの課題解決やにぎわい
創出など横浜の発展に力を注いでいます。

まちづくり事業

青年会議所はその地域の青少年を対象に、職
業体験や研修合宿など様々な運動を創出して
います。事業通じて未来の横浜のリーダーと
なる人財を育む機会を創出しています。

ひとづくり事業

PURPOSE

Community Development

Global Peace
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Committee Structure

Membership Benefits

Hobby Club

Q & A

（一社）横浜青年会議所には、サッカーや野球、茶道など、趣味を通じた交流を目的とした同好会がいくつも存在します。
これらの同好会では、会員同士が趣味を共有し、リラックスした環境で親睦を深める機会となっています。

青苔会
（茶道同好会）

横浜 JCTC
（テニス同好会）

横浜 JCトンネル倶楽部
（野球同好会）

横浜 JCFC
（サッカー同好会）

横浜JCじゃがいもクラブ
（ゴルフ同好会）

国際シナジー創出委員会 他国との国際シナジーの創出、姉妹 JCとの交流及び協働を行います。
循環経済確立委員会 循環経済先進都市確立に関する業務、シビックプライド向上に関する活動を致します。

グローバルリーダー共育委員会 国際的な人財の育成、地域の人財発掘及び協働に関する活動を行います。

横浜開港祭総務委員会 横浜開港祭の協力企業、市民、関係諸団体との連携を担当します。
横浜開港祭企画運営委員会 横浜開港祭の企画運営及び、連絡調整を行い、開港の賑い創出を推進します。
横浜開港祭広報渉外委員会 横浜開港祭の開催趣旨や魅力を広報し、関係各所へ渉外活動を行います。

JCブランディング特別委員会 広報及びブランディング戦略、メンバーシップ推進活動に関する活動を行います。

リーダーシップ推進委員会 青年会議所を知っていただくため、新入会員のサポートや入会カリキュラムを行います。
式典交流委員会 各式典や卒業式といった会員同士の交流を行う事業を開催します。

横浜MICE推進委員会 日本各地の青年会議所が集う諸大会の運営協力、及び横浜の魅力発信を行います。

JC連携推進委員会 国内外各地の青年会議所との連携、及び各地で行われる大会の情報発信を行います。

例会委員会 月に一度横浜青年会議所の全メンバーが集まる例会の企画運営を担当します。
総務委員会 会費管理や諸会議の開催、財務、会計に関する業務など、幅広い事務局業務を行います。

専務室 行政及びその他の外部機関との連絡調整を担当します。

未
来
の
横
浜
創
造
室

横
浜
開
港
祭
室

会
員
室

渉
外
室

総
務
室

ー委員会構成

ー入会するメリット

ーよくあるご質問

Q  仕事が忙しく活動できるか不安です

ー同好会活動

会員はそれぞれ仕事をしながら、（一社）横浜青年会議所の活動を行っ
ています。毎月 1 回開催される例会・所属の委員会にはご参加いた
だき、それ以外の活動についてはご自身のペースで活動していただ
ければと思います。時間を有効に使って活動している仲間から学び
を得て、社業につなげ、活動を両立できるようになった方も沢山い
ます。

Q  （一社）横浜青年会議所の代表的な
　 事業は？
観客動員約 70 万人を擁する「横浜開港祭」の運営や、かつては赤
レンガ倉庫の商業利用化などにつながった政策提言を行う「横浜経
済人会議」が代表的な事業です。（一社）横浜青年会議所には 13 の
委員会と専務室があり、正会員は毎年、いずれかの組織に所属して
様々な事業に携わり活動を行っています。

Q  推薦者がいません。入会できますか？
入会審査の対応を行う委員会メンバーが推薦者となり適切なフォ
ローを行いますので安心してお問合せ下さい。

Q  女性でも家庭や仕事と両立して
　  活動することができますか？
現在（一社）横浜青年会議所には約 40 名の女性会員が所属し、な
かには役員として活躍されている会員もいます。
会員本人や配偶者の出産後も育児のために一定期間出席を免除され
たり、出産した翌年は会費が減額されるなどの諸規定も整備されて
います。

地域への貢献
（一社）横浜青年会議所は明るい豊かな社会の実現を目指し、70年以上「ひと」と「まち」をつくり続けてきました。自分達が
住み暮らす「まち」の将来を本気で考えて活動を生み出す唯一の団体です。

生まれる新たなビジネスチャンス
青年会議所で得た経験や知り合った仲間たちと、新しいビジネスを広げる機会があります。新たなソーシャルビジネスへの挑戦、
また、事業アイディアなどを生かして可能性を広げるチャンスです。

世界中に仲間ができる
日本国内におよそ700、世界 110カ国以上にも組織が広がっている青年会議所。毎年、日本全国や世界中から会員が集うフォー
ラムなど、多くの国内外のメンバーと交流し、仲間を増やす機会があります。

自己成長の機会
活動を行なっていくなかで、課題に向かわなければならない状況が多く発生します。目を背けることなく解決に導く努力こそが、
人間的成長を促してくれる機会です。

※この他にもマリン倶楽部（マリンスポーツ）、バーバリアンクラブ（アウトドア）、うさぎとかめ（登山）があります。
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会員構成

Membership Guideline

Curriculum ー2025年度 入会カリキュラム

■会員資格は 20歳から 40歳までの品格ある青年とし、入会資格
　は 20 歳から 38 歳（2024 年 12 月 31 日時点の満年齢）まで
　と致します。
■原則として横浜市在住または在勤の方と致します。
■入会希望者は推薦者によって推薦された方に限ります。

（一社）横浜青年会議所では約300名のメンバーが活躍しています。
横浜を変えるゲームチェンジャーとして、時に自身の本職を活かし、
切磋琢磨しながらひとのため、まちのために活動しています。

MEMBER紹介の詳細はこちら
からご覧いただけます。

■2024 年までに入会した正会員 1 名と役員 1 名の計 2 名の推薦
　者が必要です。

●入会金 50,000 円・年会費 180,000 円
●会議費 20,000 円
●会報誌購読料 1,500 円
●未来の青年会議所を創る協力金 1,500 円
※入会金については入会時のみとなります。
※年会費、預託金、会報誌購読料、協力金は毎年度費用が掛かります。
※会議費に関しては、毎年度予算の関係で変動があります。
※ゲストカリキュラム修了後、理事会での承認を以て入会が決定と
　なりますので、その時点まで上記入会費用は発生致しません。
※入会初年度はリーダーシップ推進委員会に配属されます。
　（一社）横浜青年会議所は入会必要書類の取得に際し、個人情報
　の保護に関する法律に基づき、目的を達成する事業の実施並びに
　利用目的の達成に必要な範囲を超えて、取り扱わないことと致し
　ます。

■入会希望者は、青年会議所運動を理解していただくために JCブ
　ランディング特別委員会の指定した下記記載のカリキュラムに参
　加していただきます。
　▶入会説明会・入会面談　▶例会

●入会申込書１通
●証明写真 2枚
（カラー写真 4.0 ㎝ ×3.0 ㎝、3か月以内に撮影したもの）
男性：スーツ・ネクタイを着用してください。
（ダークスーツが好ましい）
女性：スーツ又はこれに準ずる服装を着用してください。
※顔や肩から上は鮮明に写り明らかに本人と確認可能なものにして
　ください。
●誓約書１通　
●住民票１通　

1. 入会資格 4. 推薦者（スポンサー）

5. 入会費用

2. カリキュラム

3. 入会必要書類

ー入会要項Members ー会員

5 月ゲスト例会以降は横浜開港祭または 7 月～ 9 月例会の出席を以ってカリキュラム受講と致します。出張面談は 1 月～ 7
月まで受け付けることと致します。入金が7月例会以降となった新入会員は9月以降の例会にてバッジ授与を行います。

３月

理事会
入会決定者承認

１月 2月

ゲスト例会

４月

例会〈バッジ授与〉入会説明会・入会面談

前年度入会面接
 

11/ /

6月 7月/

/

29

2月１/21

4月3月

4月

5月

2/19

５月

６月

8月

５月

７月

9月

3/14

4/17

11/20

5/21

次年度カリキュラム

理事会入会希望者承認

（一社）横浜青年会議所への入会には、参加者がカリキュラムを修了する必要があります。
このカリキュラムを通じて、入会に向けた準備が整い、スムーズに次のステップに進むことができます。

福田 雄太郎
2023年 4月入会
工藤建設株式会社 
経営管理部 経営企画室室長 兼 
情報システム課 課長

入会して感じたのは、普段の仕
事ではなかなか築くことが難し
い『純粋な人間関係から始まる
つながり』そして、その強さで
した。

（一社）横浜青年会議所では様々な業界のメンバーが活躍しています。多角的な視点で経営について語り合えるのも、横浜青年会議所の魅力の１つです。

●建設業 22.5%
●不動産業 11.5%
●飲食業 11.8%
●卸・小売 9.5%

●保険業 7.8%
●弁護士 6.2%
●サービス業 9.5% 
●製造業 3.6%

●産業廃棄物処理 1.4%
●警備業 0.9%
●美容 1.2%
●旅行 1.2%

●コンサルタント 1.5%
●運送業 1.5%
●教育・医療・福祉 1.3%
●金融業 2.5%

●司法書士・行政書士 1.2%
●社会保険労務士 1.2%
●政治 0.6%
●人材派遣、紹介 1.6%

●税理士 1.2%
●印刷業 0.6%

沖村フォンデヴィラ 有希子
2023年 7月入会
株式会社SanaSana 代表取締役

横浜 JC は、仕事と家庭を
両立しつつ、社業だけで
は出会うことのなかった
様々な価値観を持つ若者
と出会える第３の居場所。

丸山 華
2023年 5月入会　
ポンポコ商事　デザイナー

横浜 JCには新規事業が成り立つまでのヒントがた
くさん。メンバーと交流していくうちに、思考に
厚みが出るようになったのは自分の一番の成果！

岩岡 卓志
2024年 4月入会
株式会社新横浜ラーメン博物館　常務取締役

色々な人の価値観に触れることで、改めて自分の価
値観や考え方を見直したり、同世代ならではの悩み
を共有できる場所。それが横浜 JC！

金

火
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